











































































太田 吉彦 (静岡大 ･理)
ニホンザルを材料としたこれまでの研究により,
膜性下垂体の隆起糞には甲状腺刺激ホルモン (T
SH)及び生枯腺刺激ホルモン(GTH)免疫陽
性細胞の存在することが確かめられた｡本年度の
研究は,TSH並びにGTH免疫陽性細胞の機能
調節機構をあさらかにするため,視床下部との関
連性について光学並びに電子顕微鏡レベルで解析
を行った｡
ニホンザルの隆起葉は神経性下垂体の基部をと
りかこんで存在する上皮性の腺細胞から構成され
ている｡免疫組織化学的検索の結果,TSH細胞
はやや小型で角ぼっているのに対し,GTH細胞
は大型で栢円状の細胞であることが確かめられた｡
両細胞とも隆起頚全体に散在している机 特に正
中隆起に接する部位に比較的多くみられるo馬子
田微銃で観察した結一札 隆起丑を構成する細胞の
多くは細胞質内に琉粒を含まない無項粒細胞であ
るが.このほかに特徴的な暗調頬粒を含む頬粒細
胞が少数混在している｡琉粒の形状から,平均直
径170nmの小型頬粒のみを含む細胞と350nmの大
型琉粒を多塁に含む2型の細胞が識別されたo
隆起葉と視床下部の正中隆起との問には,比較
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